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今
回
の
改
訂
で
大
き
な
変
更
は
、

土
日
が
完
全
に
休
み
に
な
る
こ
と

で
す
。
こ
の
休
み
を
利
用
し
て
、

家
庭
や
地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち

が
生
活
体
験
や
自
然
体
験
、
社
会

体
験
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
体
験
を
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
知
識
を
教
え
込
む
授
業

で
は
な
く
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
力
を
養
い
、
学
び
方
や
調
べ

方
を
身
に
付
け
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

と
い
う
授
業
が
設
け
ら
れ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
す
で
に
取
り
組
み
が

さ
れ
て
い
て
、
各
学
校
で
内
容
を

独
自
に
決
め
、
子
ど
も
に
親
し
み

や
す
い
名
称
を
つ
け
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
各

学
年
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
時
間

数
で
今
ま
で
の
試
行
的
な
も
の
か

ら
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

佐
貫
小
学
校
で
は
、「
い
き
い
き

発
見
タ
イ
ム
」
と
名
づ
け
、
城
下

町
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
自
然
が

豊
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
生
か

し
た
学
習
を
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
で
、
ど
ん

な
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
か
。
そ

れ
に
対
し
て
、
自
分
の
足
で
手
で

目
で
耳
で
調
査
し
、
発
見
・
理
解

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
４
年
生
で
は
、

（
注
１
）関せ
き

山や
ま
用
水
が
そ
の
昔
、
ど
の
よ
う
に

し
て
造
ら
れ
た
の
か
、
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
も
の
を
大
変
な
思
い
を

し
て
造
っ
た
の
か
。
と
い
う
子
ど

も
た
ち
の
疑
問
か
ら
調
査
が
始
ま

る
の
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
５
年
生
は
、
地
元
の
産

業
の
な
か
で
、
宮み

や

醤
油

し
ょ
う
ゆ

店て
ん

の
様
子

や
、
し
い
た
け
が
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
、
地
元
の
産
業
と
な
っ
た
の

か
「
教

（
注
２
）

育
の
森
」
を
活
用
し
て
、

調
査
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

大
貫
中
学
校
で
は
、
今
年
度
の

学
校
全
体
の
テ
ー
マ
を
「
自
分
探

し
」
と
し
て
、
各
学
年
で
い
ろ
い

ろ
な
方
向
か
ら
学
習
し
て
き
た
そ

う
で
す
。

１
年
生
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
群
馬
県
水
上

み
な
か
み

町
で
の
校
外
学
習

を
生
か
し
、
水
上
と
自
分
た
ち
の

地
域
の
違
い
を
発
見
す
る
。
こ
れ

は
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
興
味

を
持
っ
た
事
、
例
え
ば
名
物
の
食

べ
物
と
か
、
獲
れ
る
魚
な
ど
、
比

較
調
査
し
て
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て

全
体
で
ま
と
め
て
い
く
。
自
分
の

地
域
を
見
直
し
、
そ
こ
か
ら
自
分

を
探
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

２
年
生
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業

を
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
、

自
ら
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
こ

か
ら
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
。
３
年
生
は
、
自

分
の
進
路
に
つ
い
て
、
考
え
て
い

く
中
で
自
分
を
探
し
て
い
く
。
と
、

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

今
回
の
改
訂
の
目
的
は
、「
豊

か
な
人
間
性
や
社
会

性
、
国
際
社
会
に
生

き
る
日
本
人
と
し
て

の
自
覚
を
育
成
し
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
る
力
を
養
育
す

る
。
ゆ
と
り
の
あ
る

教
育
活
動
を
展
開
す

る
中
で
、
基
礎
・
基

本
の
確
実
な
定
着
を

図
り
、
個
性
を
生
か

す
教
育
を
充
実
し
、

各
学
校
が
創
意
工
夫

４
月
か
ら
、
小
学
校
と
中
学
校
で
、
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ

ま
す
。

公
立
の
す
べ
て
の
学
校
が
週
５
日
制
と
な
り
、
ま
た
授
業
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間

が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
学
習
の
取
り
入
れ
が
す
で
に
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
、
佐
貫
小
学
校
と
大
貫
中
学
校
の
取
り
組
み
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

学
校
教
育
課
�
80
・
１
３
３
９

『『『『
いいいい
きききき
いいいい
きききき

発発発発
見見見見
タタタタ
イイイイ
ムムムム
』』』』

4月から、教育行政全般に関す
るご意見やご相談は、教育委員会
庶務課が代表して受け付けます。
�80・1340

教育行政に関する窓口は

宮醤油店の工場を見学する佐貫小学校児童

新新新新
しししし
いいいい

取取取取
りりりり
組組組組
みみみみ

『『『『
自自自自
分分分分
探探探探
しししし
』』』』

を
生
か
し
て
特
色
あ
る
教
育
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
生
活
の
中
で

の
必
要
な
ル
ー
ル
や
思
い
や
り
、

や
さ
し
さ
と
い
っ
た
こ
と
も
学
び
、

そ
し
て
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く

み
、
健
や
か
に
成
長
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
生
活
全

体
で
学
ぶ
も
の
。
学
校
は
も
と
よ

り
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
温
か
く

見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中央家畜診療所富津出張所で
職場体験する大貫中学校生徒

（
注
１
）
関
山
用
水
＝
江
戸
時
代
、
佐

貫
地
区
の
耕
地
の
か
ん
が
い

用
水
と
し
て
、
農
民
が
苦
労

し
て
造
っ
た
。

（
注
２
）
教
育
の
森
＝
個
人
が
所
有
す

る
森
で
、
自
然
体
験
・
環
境

学
習
な
ど
の
場
と
し
て
県
か

ら
認
定
を
う
け
た
と
こ
ろ
。

市
内
に
３
カ
所
あ
る
。

みみみみ
んんんん
なななな
でででで
見見見見
守守守守

るるるる
ここここ
とととと
がががが
大大大大
切切切切

3月16日�富津公民館で千葉なの花県民会議開催。参加申し込みはお早めに。 問県庁県民センター室�043・223・2246
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情
報
環
境
が
急
激
な
変
化
で
進
み
、
中

で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に

よ
り
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
、
広

報
広
聴
活
動
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

富
津
市
で
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
必

要
性
、
重
要
性
を
認
識
し
、
ま
た
、
多
く

の
人
々
と
の
交
流
を
し
よ
う
と
、
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
富
津
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

今
月
26
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

情
報
課
　
�
80
・
１
２
２
５

慣
れ
な
人
で
も
、
見
る
人
の
声
を

マ
イ
ク
を
通
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
が
認
識
し
、
必
要
な
情
報
を
閲

覧
で
き
る
技
術
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
で
は

全
国
初
の
取
り
組
み
で
、
ペ
ー
ジ

読
み
あ
げ
技
術
と
あ
わ
せ
て
、
幅

広
い
年
齢
層
に
対
応
で
き
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
も
市
の

イ
ベ
ン
ト
や
医
療
機
関
、
市
内
各

駅
の
列
車
の
ダ
イ
ヤ
情
報
な
ど
を

閲
覧
で
き
る
ｉ
モ
ー
ド
対
応
の
ペ

ー
ジ
も
作
り
ま
し
た
。

「
市
の
紹
介
」
や
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
必
要
な
情
報
を
お
知
ら
せ

す
る
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」、
市
内

の
医
療
機
関
や
避
難
場
所
を
案
内

す
る
「
防
災
・
緊
急
」
な
ど
、
皆

さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
示
す
各
種
計
画
や
推
進
し
て

い
る
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
、

透
明
な
市
の
行
財
政
運
営
の
た
め

に
、
財
政
状
況
も
積
極
的
に
公
開

し
て
い
き
ま
す
。

情
報
の
更
新
や
内
容
を
充
実
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
を
活
か

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
国
の
電
子
自

治
体
構
想
へ
の
対
応
も
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富津海岸 

3／3（日）～9／8（日） 

潮見表 丸印は日・祝日です。 
天候などにより多少時間帯が変わる場合があります。 
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今年も始まるよ
潮干狩

今
年
も
始
ま
る
よ

富津海岸 

潮
干
狩

大人（網袋付約２kg） １人 1200円 
小人（網袋付約１kg） １人　600円 
（団体40人以上は１割引となります。） 

徳用（網袋付約５kg） １人 2700円 
超過料金１kgにつき　　    600円 

大人……………………１人300円 
小人（小学生）…………１人200円 
（団体40人以上は１割引となります。） 

富津漁業協同組合　　　　  �87･2121、  87･5561 
富津潮干狩場直営海の家　  �87･2233

インターネットで富津海岸潮干狩 
情報を発信しています。 
http://www.protos.co.jp/gyokumi/

潮
干
狩
料
金 

海
の
家 

休
憩
料
金 

申し込み・問い合わせ 

インターネットホームページ 

料  金  表 

ホームページスタート ホームページスタート 
アドレスは　http://www.city.futtsu.chiba.jp/　　iモード用 http://www.city.futtsu.chiba.jp/i/アドレスは　http://www.city.futtsu.chiba.jp/　　iモード用 http://www.city.futtsu.chiba.jp/i/

市
の
行
っ
て
い
る
事
業
や
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
内

外
の
皆
さ
ん
に
富
津
市
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
し
て
、
正
確
な
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
提
供
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
文
字

の
色
や
配
置
も
配
慮
し
て
、
見
る

人
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
ウ
ス
の
扱
い
に
不

特
　
色

富津海岸 

3／3（日）～9／8（日） 
今年も始まるよ

潮干狩

今
年
も
始
ま
る
よ

今
年
も
始
ま
る
よ

今
年
も
始
ま
る
よ

3
／
3 
（日）
〜
9
／
8 
（日）
 

富津海岸 富津海岸 

潮
干
狩

潮
干
狩

潮
干
狩

主
な
内
容

今
後
の
充
実
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介
護
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
い

高
齢
者
の
家
事
援
助
や
、
身
体
障

害
児
・
者
、
知
的
障
害
児
・
者
、

精
神
障
害
者
の
身
体
介
護
や
家
事

援
助
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
市

の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま

す
。利

用
料
金
は
、
生
計
中
心
者
の

前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
な
ら
ば

無
料
で
す
。
生
計
中
心
者
の
所
得

税
の
額
に
よ
っ
て
１
時
間
２
５
０

円
か
ら
９
３
０
円
ま
で
の
有
料
と

な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
気
軽
に
障
害
者
福
祉
係

か
高
齢
者
福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
８ 

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

く
だ
さ
い
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

子
育
て
の
疑
問
は

お
気
軽
に
！

障害児・障害者

・高齢者への

ホームヘルパー

の派遣

市
で
は
子
育
て
に
関
す
る
若
い

保
護
者
の
疑
問
や
悩
み
に
答
え
る

た
め
、
市
内
に
あ
る
公
私
立
保
育

所
（
園
）
11
カ
所
全
て
で
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
平
日
の
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
も

含
め
て
直
接
、
保
育
所
（
園
）
で

受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

手
話
を
楽
し
む講習

会

市
が
富
津
市
ろ
う
あ
協
会
に
委

託
し
て
毎
週
日
曜
日
（
昼
コ
ー
ス
）

と
火
曜
日
（
夜
コ
ー
ス
）
に
中
央

公
民
館
で
開
い
て
い
る
「
手
話
を

楽
し
む
講
習
会
」
は
い
つ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
…
…
新
し
い
自
分
が
み
つ
け

ら
れ
る
か
も
…
…

問
い
合
わ
せ
は
障
害
者
福
祉
係
へ

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

国保年金課 
国保係 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
く
な
り
、
個
人
ご
と
の
カ
ー

ド
に
な
り
ま
す
。

左
上
の
日
程
で
保
険
証
の
交
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
現
在
お
使
い

の
保
険
証
を
持
参
の
上
、
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
３
月
25
日
�

ま
で
は
市
役
所
本
庁
国
保

係
の
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
化

に
よ
り
現
在

（
修
学
の

た
め
に
住
所
を
離
れ
る
場

合
）
の
更
新
、

（
仕
事

な
ど
の
た
め
に
一
時
的
に

住
所
を
離
れ
る
場
合
）
の

申
請
手
続
は
不
要
に
な
り

ま
す
が
、
平
成
14
年
度
新

た
に
修
学
の
た
め
に
住
民

票
を
他
市
町
村
に
移
す
場

合
は
、
従
来
の
　
の
手
続

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学

生
で
な
く
な
っ
た
場
合
も

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

問い合わせ 
国保年金課  国民年金係  �80・1254

ご厚意ありがとう
（敬称略）

社会福祉振興に

●さつまいもの会　　 1万円
●白井清一（西大和田1222）

3000円
●大成企業㈱　　　　 3460円
●東京電力㈱富津火力発電所

14万円
●大佐和商工会女性部

2万4197円
●房総ヤクルト販売㈱ 607円

す
が
、
４
月
よ
り
全
額
免
除
申
請

の
ほ
か
に
新
た
に
半
額
免
除
の
制

度
が
で
き
ま
す
。

こ
の
半
額
免
除
制
度
は
全
額
免

除
の
基
準
よ
り
緩
や
か
で
あ
り
、

保
険
料
の
全
額
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
が
、
半
額
保
険
料
を
納

め
て
、
将
来
の
年
金
給
付
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。

免
除
の
判
定
は
、
本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
よ

り
行
い
、
そ
れ
以
外
に
は
、
天
災

そ
の
他
の
特
異
な
事
故
を
理
由
と

す
る
と
き
に
限
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
学
生
の
人
（
大
学
（
院
）

・
短
大
・
高
等
専
門
学
校
、
各
種

学
校
に
在
学
す
る
人
で
、
本
人
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
が

少
な
い
な
ど
、
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
時
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、

一
定
の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
保
険

料
の
全
額
に
つ
い
て
免
除
さ
れ
ま

前
年
所
得
が
68
万
円
以
下
の
人
。

夜
間
部
・
定
時
制
課
程
・
通
信
制

課
程
の
人
も
４
月
か
ら
対
象
）
は

毎
年
度
申
請
し
、
承
認
を
受
け
れ

ば
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
を
、
卒
業
し
て
か
ら
納
め
ら
れ

る
（
特
例
期
間
か
ら
10
年
以
内
）

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

14
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金

保
険
料
は
、
市
の
窓
口
で
の
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
13

年
度
分
の
保
険
料
は
４
月
30
日
ま

で
納
付
で
き
ま
す
。

届
出
が
必
要
で
す
。

必
要
な
も
の

�
在
学
証
明
書

（
す
ぐ
取
れ
な
い
人
は
学
生
証
、
入

学
前
の
人
は
入
学
許
可
証
で
代
用
。

後
日
、
提
出
の
こ
と
）

�
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
契
約
書

の
写
し

�
印
か
ん

世
帯
主
が
他
保
険
に
加
入
し
て

も
国
保
は
世
帯
主
主
義
を
と
っ
て

い
る
た
め
、
世
帯
主
（
擬
制
世
帯

主
）
の
名
前
で
手
続
、
申
請
な
ど

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
保
制
度
上
の
世
帯
主
を
国
保
加

入
者
に
変
更
で
き
ま
す
。

〇
世
帯
主
変
更
に
必
要
な
事
項

�
擬
制
世
帯
主
の
同
意
を
得
て
い

る
こ
と

�
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

�
世
帯
主
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
国
保
事
業
運
営
上
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

国
保
の
届
出
は
14
日
以
内
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

保保保保
険険険険
料料料料
のののの
免免免免
除除除除
制制制制
度度度度
がががが
変変変変
わわわわ
りりりり
まままま
すすすす

障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
今
年
も
千
葉
県

総
合
運
動
場
の
陸
上
競
技
場
を
メ

イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
本
市
か
ら
は
選
手
と
役

員
、
応
援
者
が
多
数
参
加
し
て
い

ま
す
。

参
加
で
き
る
資
格
と
開
催
日
時

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
参
加
資
格

13
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
と
知

的
障
害
者

◎
種
目

�
身
体
障
害
者
　
個
人
競
技
の
み

（
陸
上
・
水
泳
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・

卓
球
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）

�
知
的
障
害
者
　
個
人
競
技
（
陸

上
・
水
泳
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
）、
団
体
競
技
（
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）

◎
大
会
日
時

○
５
月
26
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

○
６
月
２
日
�（

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
み
）

◎
申
し
込
み

３
月
15
日
�
ま
で

◎
申
込
先

障
害
者
福
祉
係（
�

80
・
１
２
６
０
）
ま
た
は
市
の
障

害
者
団
体
（
身
体
障
害
者
福
祉
会

・
ろ
う
あ
協
会
・
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
）
の
役
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

今
月
の
主
な
行
事

16
日
�

千
葉
な
の
花
県
民
会
議
（
富
津
公
民
館
）

3月23日（土） 

3月24日（日） 

3月24日（日） 

3月23日（土） 

3月24日（日） 

3月23日（土） 

3月23日（土） 

午前9時～午後3時 

午前9時～午後3時 

午前9時～午後3時 

午前9時～午後3時 

午前9時～午後3時 

午前9時～午前11時 

午後1時～午後3時 

富津･大佐和 

富津 

大佐和 

湊･天神山･竹岡 

天羽全域 

峰上 

金谷 

市役所本庁 

中央公民館 

市 民 会 館 

峰上出張所 

金谷連絡所 

場　　所 日　　　　　時 対象地区 

日　　程　　表 

国
保
は
世
帯
主
主
義

4
月
か
ら
新
し
い
保
険
証
で
受
診
を

ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
し
よ
う
!!

古
墳
は
、
墳
丘
全
長
88
メ
ー
ト

ル
、
後
円
部
42
メ
ー
ト
ル
の
前
方

後
円
墳
で
す
。

青
堀
小
学
校
に
近
接
し
た
、
４

４
６
３
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地

で
、
県
下
で
も
最
大
級
の
内
裏
塚

古
墳
の
西
方
４
０
０
メ
ー
ト
ル
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
市
の
文
化
財
史
跡
と

し
て
保
護
・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
文
化
遺
産
に
と

「
古こ

塚づ
か

古
墳
」
を
寄
附

平
野
　
勉
さ
ん

（
二
間
塚
）

募
集
し
て
い
ま
す

◆
「
今
が
旬
」
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
が
今
、
旬
だ
と
思
う
こ
と
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
・
封
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
物
、
花
、
行
事
な
ど
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（
掲
載
希
望
月
の
約
１
カ
月
前
ま
で
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
例
５
月
号
に
掲

載
希
望
の
場
合
は
３
月
31
日
）

◆
ふ
る
さ
と
や
サ
ー
ク
ル
の
こ
と
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ふ
る
さ
と
を
想
う
」、「
な
か
よ
し
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
だ

さ
る
人
・
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
文
章
が
苦
手
な
人
は
、
係
の
者
が
お

話
を
伺
い
、
文
章
を
つ
く
り
ま
す
。
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
や
ん
ち
ゃ
ざ
か
り
」
に
登
場
し
て
く
だ
さ
る
小
学
校
低
学
年

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
と
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

送
り
先
・
連
絡
先
・
　

〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２

４
４
３
　
富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
�
80
・
１
２
２
５

�
80
・
１
３
５
０

学 
遠 学 

古塚古墳の前で平野さん

※
富
津
市
議
会
定
例
会

今
回
の
対
象
者
は
平
成
７
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
11
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
た
遺

族
が
い
な
く
な
っ
た
遺
族
で
、
特

別
弔
慰
金
の
受
給
資
格
の
あ
る
人

で
す
。

特
別
弔
慰
金
は
24
万
円
の
国
債

で
、
請
求
の
時
効
は
平
成
14
年
４

月
１
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
と
請
求
手
続
き
は

高
齢
者
福
祉
係
へ
（
�
80
・
１
２

５
８
）

戦
没
者
の
ご
遺
族
へ

特
別
弔
慰
金
の
時
効

が
迫
っ
て
い
ま
す



同
事
業
団
東
京
国
際
研
修
セ
ン

タ
ー
�
03
・
３
４
８
５
・
７
０
５

７日
時

３
月
５
日
�
午
後
１
時
30

分場
所

ぱ
る
る
プ
ラ
ザ
ち
ば

対
象

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当

者
、
県
民
な
ど
１
５
０
人

内
容

昨
年
11
月
か
ら
変
わ
っ
た

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
ポ
イ

ン
ト
、
同
法
に
沿
っ
た
就
業
規
則

の
定
め
方
、
同
法
関
連
の
助
成
金

に
つ
い
て

※
終
了
後
、
個
別
相
談
に
応
じ
ま

す
千
葉
労
働
局
、
�
21
世
紀
職
業

財
団
千
葉
事
務
所
�
０
４
３
・
２

２
５
・
５
９
５
９
�
０
４
３
・
２

２
５
・
２
０
８
０

で
約
２
５
０
人
。
約
50
カ
国
派
遣

予
定
。

説
明
会
場

千
葉
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

日
時

①
②
４
月
12
日
�
、
５
月

14
日
�
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分
　
③
４
月
24
日
�
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

（4）

日
時

３
月
24
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

場
所

か
ず
さ
ア
ー
ク
（
か
ず
さ

ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
・
オ
ー
ク
ラ

ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

内
容

朝
の
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
な

ど
㈱
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク

�
０
４
３
８
・
20
・
５
１
１
１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

E

│m
ail
yorozu@

kap.co.jp

日
時

３
月
17
日
�
午
前
11
時
20

分
〜
午
後
４
時

場
所

千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、

市
役
所
前
駅
下
車
、
徒
歩
３
分
）

内
容

「
広
げ
よ
う
仲
間
づ
く
り

の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ニ
ア
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
発
表
・
展
示
、
シ
ニ

ア
サ
ー
ク
ル
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

催
し
・
講
習
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

�
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団

事
務
局
長
寿
課
�
０
４
３
・
２
２

１
・
７
４
４
８

E

―m
ail

fukufure@
cd.m

bn.
or.jp期

日

３
月
９
日
�
（
雨
天
延
期

17
日
�
）

受
付

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

佐
貫
小
学
校

コ
ー
ス

佐
貫
小
学
校
〜
マ
ザ

ー
牧
場
　
約
８
キ
ロ

参
加
賞

大
人（
高
校
生
以
上
）

６
０
０
円
、
子
ど
も
（
４
歳
〜

中
学
生
）
５
０
０
円
（
消
費
税

・
入
場
料
込
み
）

マ
ザ
ー
牧
場
催
事
課
�
37
・

３
２
１
１

日
時

３
月
11
日
�
〜
18
日
�

（
土
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

　
月
　
月
・
　
月
の
相
談

　
月
の
相
談

　
月
・
　
月
の
相
談

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

相

談

名

 ６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

16 

日 

２ 

日 

19 

日 

 月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
１
・
第
３ 

月

曜

日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

第

２

 

月
曜
日 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

　

月

 

３ 

日 

４ 

日 

５ 

日 

５ 

日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

納
税
課 

�
80
・
１
２
４
３ 

市

役

所

 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

11 

日 

25 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

親
子
テ
レ
ホ
ン

相

談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
相
談 

相

談

名

 

福

祉

相

談

 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

月

日

 場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

主
任
児
童

委

員

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
４
０
４
５ 

電
話 

67
・
２
８
０
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接
・
電
話 

87
・
９
６
１
１ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
36
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

�
87
・
９
６
１
１ 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
９
時
30
分
〜 

11
時
30
分 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩  

の  

家 

（
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク 

業
者
）日
本
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
（株）
木 

更
津
営
業
所 

日
〜 日 

27
29

日
、 日 

26
30

４４

３３

４ 

　

月

 

３ 

〜
午
後
５
時
15
分

場
所

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

内
容

歯
舞
は
ぼ
ま
い
群
島
・
色
丹
し
こ
た
ん
島
・
国く
な

後し
り
島
・
択
捉
え
と
ろ
ふ
島
の
１
日
も
早
い
返

還
を
願
っ
て
の
パ
ネ
ル
展
、
署
名

コ
ー
ナ
ー

総
務
課
�
80
・
１
２
０
９

期
日

４
月
12
日
�
〜
６
月
28
日

�

週
２
〜
３
日
程
度

募
集
人
員

20
人

応
募
資
格

18
歳
以
上
55
歳
未
満

（
男
女
問
わ
ず
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

申
込
先
・

老
人
保
健
施
設
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
さ
き
ぐ
さ
�
87
・
０
１

２
６

日
時

３
月
30
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー（
千

葉
市
中
央
区
中
央
２
―
５
―
１
）

内
容

毎
年
千
葉
県
か
ら
約
１
０

０
万
人
、
う
ち
約
４
万
５
０
０
０

人
を
超
え
る
海
外
留
学
、
研
修
な

ど
の
目
的
で
渡
航
し
よ
う
と
す
る

人
た
ち
に
対
し
て
、
新
世
紀
に
ふ

さ
わ
し
い
国
際
人
の
健
全
な
育
成

を
目
指
し
、
言
語
を
は
じ
め
、
異

文
化
、
風
俗
習
慣
、
危
機
管
理
な

ど
の
国
際
理
解
教
育
を
啓
発
・
促

進
・
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談

会対
象

ど
な
た
で
も
（
要
予
約
）

費
用

無
料

申
込
先
・

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
Ｊ

Ｃ
Ｃ
異
文
化
交
流
協
会
�
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
９
１
９
・

５
５
９

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
発
展

途
上
国
の
国
づ
く
り
や
日
系
人
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
春
募
集
（
４
月
10
日
〜
５
月

21
日
）
に
あ
た
り
紹
介
映
画
の
上

映
、
体
験
報
告
、
応
募
要
領
の
説

明
、
個
別
相
談
な
ど
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

①
青
年
海
外
協
力
隊

20
〜
39
歳
。
約
１
４
０
職
種
・
約

８
０
０
人
。
約
60
カ
国
派
遣
予
定
。

②
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

20
〜
39
歳
。
農
林
水
産
、
教
育
文

化
、
医
療
福
祉
な
ど
の
分
野
で
約

50
人
。
８
カ
国
派
遣
予
定
。

③
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

40
〜
69
歳
。
文
化
、
農
林
水
産
、

建
設
土
木
、
保
健
・
医
療
の
分
野

か
ず
さ
ア
ー
ク
開
業
5
周
年
記
念

ア
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
つ
ら
つ
ス
ク
エ
ア

第
85
回
南
房
総
鹿
野
山
歩
け
歩

け
大
会
・
菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

市
町
村
巡
回
パ
ネ
ル
展

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級

課
程
講
座

『
海
外
渡
航
安
全
情
報（
外
務
省
提

供
）
と
こ
れ
か
ら
の
海
外
留
学
・

生
活
』
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談
会

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

説
明
会

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

説
明
会

開  催  日　 3 月17日（日） 

会場・時間　市民会館（楽屋）午前10時30分～11時 

　　　　　 中央公民館（第 3 会議室）午後 1 時30分～ 2 時 

　　　　　 埋立記念館（和室）午後 3 時～ 3 時30分 

対　　 象　 3 歳～小学校低学年 

開  催  日　 3 月17日（日） 

会場・時間　市民会館（楽屋）午前10時30分～11時 

　　　　　 中央公民館（第 3 会議室）午後 1 時30分～ 2 時 

　　　　　 埋立記念館（和室）午後 3 時～ 3 時30分 

対　　 象　 3 歳～小学校低学年 

―救命講習会―

救急車が到着するまでの時間に、応急手
当を早くするほど助かる確立が高くなりま
す。適切な講習を受けましょう。
日時 ３月17日�午前９時～12時
場所 消防本部３階講堂
内容 普通救命講習
（心肺蘇生法・止血法など）

費用 無料
申し込み・　消防署�65・0119

市では、牛海綿状脳症（狂牛病）の発生により、経営に影響を受けて
いる中小企業者が、経営安定化のために資金を借り入れた場合に利子補
給をします。
〇中小企業牛海綿状脳症対策利子補給
対 象 者＝県の特別経営安定化対策資金融資制度の狂牛病対策

特別枠の融資を受けた中小企業者
（食料品製造・卸・小売業、飲食店など）

利子補給期間＝７年以内（据置期間１年以内）
利子補給率＝融資利率から0.855パーセント減じた率
問い合わせ先＝商工観光課　� 80・1287

「「「「狂狂狂狂牛牛牛牛病病病病」」」」被被被被害害害害にににに
金金金金融融融融支支支支援援援援ししししまままますすすす

昨年のアークフェスティバル

昨年の富津市の
救急出動件数は
1966件。
これは、１日平
均５回出動して
いることになり
ます。



（5）

　 

問 �65・4913

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと

火を消してから　次のこと
たしかめて。

 　マッチ、ライターのいたずらなど、子どもの火遊 
びによる火災が毎年発生しています。 
　子どもはとっても好奇心が旺盛で、夢中になると 
危険なこともおかまいなしになってしまいます。 
　マッチ、ライターなどは、子どもの手の届かない 
　　　　　　　　ところに管理するとともに、火遊 
　　　　　　　　びの怖さをしっかり教えてあげて 
　　　　　　　　ください。 

 
 

子どもの火遊び、大人の責任です。

募
集
期
間

３
月
18
日
�
〜
29
日

�募
集
団
地

�
新
小
原
団
地
（
千

種
新
田
）
・
中
耐
４
階
建
　
１
戸

家
賃
月
額
１
万
６
０
０
０
円
〜

�
岩
坂
団
地
（
岩
坂
）
・
木
平
２

Ｋ
　
２
戸
　
家
賃
月
額
４
０
０
０

円
〜

申
し
込
み

前
年
の
収
入
が
分
か

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確

定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）
と
印
鑑

を
持
参
し
て
市
役
所
建
築
課
へ

※
入
居
時
期
は
４
月
中
旬
で
す

建
築
課
�
80
・
１
３
０
５

●
臨
時
保
健
師
・
臨
時
看
護
師

対
象

保
健
師
（
旧
名
称
保
健
婦
）

ま
た
は
看
護
師
（
同
看
護
婦
）
の

資
格
の
あ
る
人

募
集
人
員

１
人

勤
務
内
容

母
子
保
健
事
業
、
老

人
保
健
事
業
な
ど
の
従
事

雇
用
期
間

４
月
１
日
〜
12
月
18

日申
し
込
み

３
月
18
日
�
ま
で
に

履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
持
参

ま
た
は
郵
送
で

●
登
録
歯
科
衛
生
士

対
象

歯
科
衛
生
士
の
資
格
の
あ

る
人

募
集
人
員

１
人

勤
務
内
容

１
歳
６
カ
月
児
健
康

審
査
と
３
歳
児
健
康
審
査
に
お
け

る
歯
科
指
導
な
ど
　
月
各
１
回
・

午
後
勤
務

申
し
込
み

３
月
20
日
�
ま
で
に

履
歴
書
と
資
格
証
の
写
し
を
持
参

ま
た
は
郵
送
で

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

申
込
先
・

健
康
づ
く
り
課
〒
２

９
３
―
８
５
０
６
富
津
市
下
飯
野

２
４
４
３
�
80
・
１
２
６
８

�
君
津
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
登
録
制
調
査
補
助
員
で
す
。
事

業
量
や
事
業
内
容
に
応
じ
て
適
時

従
事
と
な
り
ま
す
。（
す
ぐ
に
仕
事

に
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

50
歳
ま
で
の
健
康
な

人仕
事
内
容

発
掘
作
業
（
男
女
不

問
）、
整
理
作
業
（
女
性
の
み
）

作
業
区
域

木
更
津
市
・
君
津
市

・
富
津
市
・
袖
ケ
浦
市
管
内

申
し
込
み

３
月
11
日
�
ま
で
に

電
話
で
（
別
途
審
査
を
し
、
手
続

さくら号 

 3月の 
移動図書館 
巡回日 

★どなたでも無料 
　です 
★１人１回３冊まで 

　生涯学習課 
　�８０・１３４５ 

ス テ ー シ ョ ン 名  停　車　時　間 3月 

 7 日（木） 

19日（火） 

12日（火） 

28日（木） 

14日（木） 

26日（火） 

山 九 � 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A 富 津 市 青 堀 支 店  

J A 富 津 市 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 　 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

富 津 市 役 所 　 峰 上 出 張 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

J A 富 津 市 佐 貫 支 店  

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

  9  時50分～10時20分 

10時40分～11時20分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

き
を
行
い
ま
す
）

申
込
先
・
　
同
セ
ン
タ
ー
調
査
課

�
０
４
３
８
・
23
・
２
５
０
５

日
時

３
月
14
日
�
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所

市
民
会
館

内
容

自
閉
症
、
情
緒
障
害
、
知

的
障
害
な
ど
の
あ
る
人
と
そ
の
家

族
の
心
配
ご
と
相
談

費
用

無
料

袖
ケ
浦
の
び
ろ
・
ひ
か
り
の
学

園
�
０
４
３
８
・
62
・
９
１
２
１

交
通
事
故
に
あ
っ
て
困
っ
た
時
、

困
っ
た
人
の
た
め
に
、
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
自
動

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
、
任
意
自

動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
費
用
は
一

切
無
料
で
す
。

日
本
損
害
保
険
協
会
、
千
葉
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
�

０
４
３
・
２
８
４
・
７
９
５
５

４
月
か
ら
、
女
性
の
患
者
さ
ん

の
た
め
に
、
女
性
の
医
師
に
よ
る

外
来
診
療
を
始
め
ま
す
。

診
療
日

毎
週
月
曜
日

受
付
時
間

午
後
１
時
〜
３
時

診
療
時
間

午
後
２
時
〜

担
当
医
師

藤
田
智
子
医
師
（
内

科
）同

分
院
�
65
・
１
２
５
１

都
市
計
画
法
の
改
正
に
伴
い「
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等

の
基
準
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定

さ
れ
、
今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
街
化
区
域
に
隣
接

・
近
接
す
る
市
街
化
調
整
区
域
の

開
発
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
に

合
致
す
る
も
の
を
開
発
許
可
の
対

象
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け

る
開
発
許
可
の
審
査
を
迅
速
に
す

る
た
め
の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

こ
の
条
例
は
市
街
化
調
整
区
域

の
あ
る
市
町
村
の
う
ち
、
千
葉
市

と
、
開
発
許
可
権
限
が
あ
る
事
務

処
理
市
を
除
く
15
市
町
村
に
適
用

さ
れ
、
富
津
市
も
そ
れ
に
該
当
し

ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
条
例
本
文
は
千
葉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
都
市
部
宅
地
課
都
市
計

画
区
域
審
査
班
�
０
４
３
・
２
２

３
・
３
２
４
４
、
街
づ
く
り
課
�

80
・
１
３
１
３

http://w
w
w
.pref.chiba.jp/

外
国
人
が
か
か
わ
る
事
件
の
数

は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
事
件
を
裁

判
す
る
に
あ
た
り
、
法
廷
に
お
け

る
通
訳
人
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
裁
判
所
で

は
、
広
く
通
訳
人
候
補
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
経
験
の
少
な
い
通

訳
人
候
補
者
が
通
訳
人
に
選
任
さ

れ
た
場
合
に
適
切
に
通
訳
で
き
る

よ
う
、
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

語
学
に
堪
能
で
法
廷
通
訳
を
や
っ

て
み
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

千
葉
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
事

務
室
庶
務
係
�
０
４
３
・
２
２
２

・
０
１
６
５
、
ま
た
は
最
高
裁
判

所
刑
事
局
第
二
課
�
03
・
３
２
６

４
・
８
１
１
１
内
線
４
２
２
３

募
　
集
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

市
営
住
宅
入
居
者

臨
時
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
、

登
録
歯
科
衛
生
士

文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
補
助
員

相
　
談
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

障
害
児
（
者
）
市
内
巡
回

療
育
相
談

自
動
車
保
険
請
求
相
談

案
　
内
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

君
津
中
央
病
院
大
佐
和
分
院

女
性
専
用
外
来
診
療
を
開
始

市
街
化
調
整
区
域
に

適
用
さ
れ
る
条
例
制
定

法
廷
通
訳
に

興
味
の
あ
る
人
へ

今
年
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
日
程
は
、
４
月
号
の

広
報
に
掲
載
し
ま
す

環
境
衛
生
係
�
80
・
１
２
７
３

新小原団地

利子補給の制度 利子補給の制度 
をご利用くださいをご利用ください をご利用ください 

を を 

住宅建設資金 住宅建設資金 

【計算例】
契約金利が2.7パーセントで12月末残高が1,000万
円以上あり、その年の返済月数が12カ月の場合
・補　 給 率＝2.7％－2％＝0.7％
・利子補給金額（年額）＝10,000,000円×
0.007×12カ月÷12＝70,000円

●●● 該当すれば5年間 ●●●
市内に自己の居住のための住宅を建設または購入す
る時、その資金を住宅金融公庫から借り入れた人で、
次の４つの要件にすべて該当する場合に、償還にかか
る利子の一部が５年間支給されます。

●●● 対象とする融資の種類 ●●●
マイホーム新築資金・建売住宅購入資金・中古住宅
購入資金・マンション購入資金・中古マンション購入
資金

●●● 対象限度額 ●●●
公庫の年末残高のうち、1000万円（特別加算額は除く）

　  公庫との契約金利が 2  
　  パーセントを超えてい 
　  ること 

　  市県民税、固定資産税、
　  国民健康保険税、軽自 
　  動車税のうち、課税さ 
　  れている税金を完納し 
　  ていること 

　  前年の給与の総収入が 
　  800万円以下、または 
　  給与以外の所得であれ 
　  ば所得額が600万円以 
　  下であること 

　  申請書の提出が公庫と 
　  の金銭消費貸借抵当権 
　  設定契約日から 6 カ月 
　  以内であること（ただ 
　  し平成13年度以降の公 
　  庫貸付を申し込みした人） 

建築課�80・1305
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俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

条　
幅　

じ　
ょ　
う　
ふ　
く　に　

筆　
お　
ろ　
す　
と　
き　
春　
の　
雷　らい

（
評
）
び
っ
く
り
し
な
が
ら
も
心
が
引
き
し
ま
る

日
を
浴
び
て
土
手
一
面
の
犬
ふ
ぐ
り

（
評
）
日
を
浴
び
て
き
ら
き
ら
星
の
様
に
見
え
る
犬
ふ
ぐ
り
の
花

吹
雪
く
る
湯
治
の
宿
の
長
廊
下

（
評
）
山
奥
の
湯
治
宿
の
雪
景
色

山
寺
の
井
戸
を
囲
み
て
す
み
れ
草

（
評
））
山
す
み
れ
の
紫
が
何
と
も
美
し
い

蛙
鳴
く
水
張
り
終
へ
し
千
枚
田

（
評
）
千
枚
田
が
水
を
た
た
え
た
景
色
は
何
と
も
い
え
な
い

選
　
者
　
吟

裏
庭
に
碑

い　
し　
ぶ　
み　

二
つ
梅
の
花

（

湊

）

（
小
久
保
）

（
近
藤
）

（
笹
毛
）

（
小
久
保
）

川
�

直
子

平
野
　
壽
子

伊
藤
　
千
秋

石
井
や
す
子

平
野
　
保
一

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

護
摩
の
火
に
不
動
明
王
浮
き
た
ち
て
読
経
の
ひ
び
く
山
の
み
寺
に

海
中
の
人
工
島
を
望
み
た
り
白
蛇
の
う
ね
る
に
似
る
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

生
れ
て
よ
り
八
十
三
年
過
ぐ
し
き
て
ひ
と
日
ひ
と
日
の
重
き
を
思
ふ

馬　
鈴　
薯　
を　
植　
ゑ　
た　
る　
畑　
に　
春　
浅　
く　
凍　
て　
つ　
く　
ま　
で　
に　
寒　
の　
戻　
れ　
る　

ス
ト
ッ
ク
の
花
籠
揺
る
る
湯
に
浸
り
一
夜
を
泊
る
波
音
を
聞
き

（
二
間
塚
）

（
下
飯
野
）

（
下
飯
野
）

（
二
間
塚
）

（
千
種
新
田
）

小
森
芙
美
子

立
川
　
喜
美

渡
辺
　
不
二

平
野
八
重
子

安
斎
　
は
る

陸上競技場
3 / 1 0

球技広場
3 / 3

君津地方中学校陸上競技記録会

第1 9回富津中央ロータリー旗争奪
少年野球大会

市民ふれあい公園 3 月行事
管理事務所　�87・4205

４
月
か
ら
大
学
、
高
校
に
進
学

す
る
人
、
ま
た
は
、
現
在
在
学
し

て
い
る
人
で
、
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
場
合
に
学
資
を
無
利
子
で

お
貸
し
す
る
育
英
資
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。

資
格

市
内
に
居
住
し
て
い
て
学

校
長
が
品
行
方
正
、
学
力
優
秀
、

身
体
強
健
と
認
め
る
人

資
金
限
度
額

①
大
学
生
　
月
額
２
万
円

②
高
校
生
　
月
額
１
万
円

貸
与
期
間

在
学
す
る
学
校
で
の

正
規
の
修
業
年
限

返
還
期
間

卒
業
の
月
の
１
年
後

か
ら
10
年
以
内

申　
し　
込　
み　
・　
　　
学　
校　
教　
育　
課　
�　
80

・
１
３
３
９

ご
存
知
で
す
か

��
育育
英英
資資
金金
��

４
月
８
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙
を
行
い
ま
す
。

立
候
補
届
出
期
間

３
月
12
日
�
と
13
日
�
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

投
票
日
時

３
月
19
日
�
午
前
７
時
〜
午
後
３
時

選
挙
す
べ
き
総
代
の
数

第
１
選
挙
区

９
人

豊
岡
・
御
代
原
・
関
・
大
田
和
・
大
川
崎
地
区

第
２
選
挙
区

15
人

上
後
・
関
尻
・
東
大
和
田
・
高
溝
・
恩
田
・
寺
尾
・

大
森
・
六
野
・
押
切
・
山
脇
・
田
原
・
小
志
駒
・
岩

本
地
区

第
３
選
挙
区

14
人

桜
井
・
台
原
・
望
井
・
更
和
・
加
藤
・
数
馬
・
岩
坂

地
区

第
４
選
挙
区

11
人

長
崎
・
横
山
・
不
入
斗
・
花
輪
・
相
川
・
売
津
・
海

良
地
区

第
５
選
挙
区

６
人

竹
岡
地
区

選
挙
管
理
委
員
会
�
80
・
１
３
２
６

平成13年　富津市長賞

湊小学校4年生　小間庄平さんの作品

まずは家のまわりを
チェック

・家のまわりやアパートの
階段の下に燃えやすい物
を置かない

・ごみは収集日の朝に出す
・空き家・車庫・物置など

の戸締りをきちんとする
・家を空ける時は、隣近所

に声をかけておく

放　火

とにかく目を離さない
・天ぷらを揚げているとき

は、その場から決して離
れない

・やむを得ず離れる時は、
火を小さくするのではな
く、必ず 消すこと

・ガスコンロの周りや上に
燃えやすい物を置かない

・凝固剤を入れて再度油を
熱する時も、その場を離
れない

天ぷら油

子どもに火遊びをさせないためには
・幼い子どもの手の届くところには、

ライターやマッチを置かない
・幼児だけを残して外出しない
・子どもに火の大切さや怖さを教える

火遊び

ルールを守れば怖くない
・日ごろから寝たばこをしない習慣を身につける
・灰皿は大きめの物を用意して、水を入れておく
・火のついたたばこを放置しないで、火が消えたか どうか必ず確認する
・吸殻を捨てる時は、１度水にさらしてから捨てる
・歩行中の喫煙、たばこの投げ捨てはやめる
・決められた場所で吸う

た　ば　こ

日々の点検が肝心
・たこ足配線や、コードの上に物を置くのは危険
・器具の調子が悪い時は、電源を切り、速やかに電気店に見てもらう
・長時間使用した場合は、プラグが熱くなっていないか確認する
・コンセントは時々掃除をしてホコリがついたままにしない

（トラッキング現象で火災になる場合があります）
・必要のないものは、こまめにプラグを抜いておく

（注）トラッキング現象　プラグやコンセントのまわりに付着したホコリや湿
気により電流の経路ができてしまい、そこから発熱出火すること

電　　気

最近、火災のニュースをよく聞きますが、富津市でも今年に入り、す
でに6件（2/20現在）も発生しました。

また、原因が電気器具による火災が多いとのこと。気をつけましょう。
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内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

  4 日(月) 9  :30～11:30 天羽行政センター 

健 康 相 談  
  

健康全般に関する相談 
 

7 日(木) 10:00～15:00 天羽漁協金谷支所 

6 日(水) 10:00～15:00 金谷コミュニティセンター 

  

 
栄 養 相 談  

4 日(月) 9  :30～11:30 天羽行政センター 
食事(栄養)などについての 
相談 

 
25日(月) 9  :30～11:30 健康づくり課 

 

乳幼児相談 
 4 日(月) 10:00～12:00 市役所1 階保健センター １歳６カ月ごろまでの乳 

幼児 
 7日(木) 10:00～12:00 市民会館  

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成13年11月生  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室  15日(金) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

 
    

7カ月児教室 27日(水) 13:00～13:15 中央公民館 
平成13年 8 月生 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

9カ月児教室 14日(木) 13:00～13:15 中央公民館 
平成13年６月生 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

1歳児教室  

母親学級  

14日(木) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 
平成13年 2 月生 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 
   

 
   

     7 日(木) 13:15～13:30 中央公民館 

 1 日(金) 13:15～13:30 市役所１階保健センター 

1歳6カ月児健診  5 日(火) 13:00～13:30 市民会館 平成12年８月生 

3歳児健康診査 12日(火) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成10年９月生 

◯相談・健診（3/1～3/31）　問 �80・1268

対
象
・
妊
婦 

1回目―妊娠中の生活と赤 
ちゃんの発育発達について 

2回目―妊娠中の栄養・調 
理実習 

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津木更津 
　郵便局　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通富士見通り 富士見通り 
西口西口 西口 東口東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

87・0039 
65・3133 
65・0020 
65・1251 
67・2555 
65・0401

曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

アサナギ病院  
今村内科病院  
堀 医 院  
君津中央病院大佐和分院 
天 羽 診 療 所  
町 沢 医 院  

３月 
３月 
３月 
３月 
３月 
３月 

 ３日 
10日 
17日 
21日 
24日 
31日 

月　日 
日 
日 
日 
木 
日 
日 

撮影　菅原譲太郎さん

問い合わせ 

健康づくり課 

　�80・1268

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査  ３ 月 13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 

平成13年11月生まれ 

４歳未満まで接種可能※接種方 
法･ツベルクリン反応検査後48時 
間後に判定･陰性者(９mm以下) 
にBCG接種します。(１週間前から 
の体温測定はBCGに向けて必要)判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 

 

ポ  リ  オ ３月 13:00～13:30 市役所 ５ 階会議室 
平成13年 8 月生まれ 
（2回目） 
平成13年 10 月生まれ 
（1回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

5日 

３月 7日 

8日 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません。（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます。（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください。 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください。 

注
意 

◯集団接種　問 �80・1268 ―
豊
岡
―

�
三
沢
滝

み
さ
わ
の
た
き

規模は小さいながらも、３段で落差は９メートルもありま

す。

一人前に滝つぼもあり、流れ落ちた清水がそこにひそみ、

力をたくわえてやがて里の恵として流れていきます。

�80・1270
テレホン健康相談 

月～金　午前9時～正午 
（健康づくり課） 

４月から

環小の２年生です。

妹と毎日仲よく

遊んでいます。

千
ち

晴
はる

ちゃん 平成 7 年 3 月22日生まれ

珠
じゅ

里
り

ちゃん 平成 9 年 1 月 6 日生まれ
（田原）松本

献　血 
日時　3月30日（土）10：00～11：45 
 
場所　イオン富津ショッピングセンター 

13：00～16：00

毎年6000人の人が、突然、白血病などの血液難病にかかっています。
骨髄移植を受けることができれば、多くの人の命が助かります。そのた
めには、白血球の型が一致する骨髄提供者（ドナー）が必要です。でも
一致する確立はわずか数百人から数万人に１人。１人でも多くの患者さ
んを救うためにはたくさんのドナーが必要になってきます。そこで、骨
髄バンク「休日のドナー登録集団説明会・登録採血」を行います。

日　時 ３月３１日�　午前１０時３０分～午後３時
場　所 千葉県安房保健所（JR館山駅下車徒歩約10分）
※当日の受け付けもできますが、準備の都合上、事前に予約をお願いします

予約・問千葉県健康福祉部薬務課�043・223・2618、千葉県骨髄データ
センター（千葉県赤十字血液センター）�043・241・8333

骨髄
こつずい

バンク登録に
ご協力ください



気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です

（8）

ふ
る
さ
と
を
想
う 

　 北
海
道
室
蘭
市 

81

  

室蘭市

大宮福子さん
（下飯野）

☆人口 約10万9000人　☆面積　80.64�

☆特徴… 室蘭市は、三方海に囲まれ、外海では、鯨
やイルカのウォッチングなどが盛んです。また北海道
自然百選で第１位になった地球岬灯台は有名で、白鳥
大橋と海のまち室蘭の観光の目玉になっています。

▲白鳥大橋

鉄のまちから海のまちへ

私が生まれ育った町は、太平洋、日本海、オホーツ
ク海の３つの海に囲まれた、広大な大地の北海道南部
に位置する「鉄の町」と言われた室蘭市です。
私が幼いころ、工場の煙突からは、赤い煙が昇り、

その周辺には、社宅が立ち並び、ご近所が一つの大家
族のようでした。
自分の子どもに限らず、悪いことをしたら怒る、い

い事をしたら誉めてくれるということが日常的に行わ
れ、市民もお店も企業も一体となった生活を送ってい
ました。私も、港に外国船が来たら友達とよく船を見
に行き、言葉を教えてもらったり、もらった外国のお
金を宝物にしていたことを覚えています。そんな室蘭
でしたが、不況の波は、地域の環境を変えました。社
宅は壊され、マイホームが立ち並び、煙突を見ても、
ほとんど煙は見えず、企業の町から脱却し、トッカリ
ショ、地球岬などきれいな海岸線は港町を思わせるよ
うに整備されました。太平洋に面した海は、イタンキ
浜海水浴場となり、室蘭の湾を渡る掛け橋として「白

はく

鳥
ちょう

大橋
おおはし

」が出来、観光の町として一歩一歩、歩き出し
ています。
昭和後期になると市民の流出が始まり、私たちの生

活をも一変させ、私たち家族も主人の転勤に伴い、昭
和63年春に室蘭市から君津市へ、平成２年に富津市に
居を構えました。
富津市に来て12年、北海道とは気候も習慣も違い、

今の季節、吹雪に見舞われた北国の厳しさとは違い、
菜の花やパンジーが咲き乱れ、温暖な気候が私たちに
温かさと安らぎを与えてくれています。両親始め、友
人、知人、幼友達がいる北海道と富津は私にとっての
人生で大切な１ページとなり、春の日差しの中、富津
市での生活を満喫しています。

飯野地域活性化
推進協議会の皆さん

これからは飯野地域にふさわしい特性ある地域風土
を造る努力をしなければ…と、地元の小規模事業者（商
工会員）たちが立ち上がってつくったのがこの協議会。
会長山田嘉廣さんをはじめとして会員は42人です。
主に、県指定文化財である日本３大陣屋、飯野陣屋
跡と歴史に名だたる内裏塚古墳などの保護と環境美化
を心がけ、文化財を入れた観光マップを作成したり、
観光案内版を設置したりしてきました。最近では、内
裏塚の環境美化に力を注ぎ、地域の協力者も得て雑木
の伐採、清掃、サクラの苗木の植樹などをしています。
暗いイメージの塚を明るい歴史の史跡として、市内の
皆さんに知って欲しいと思っています。今日もサクラ
の植樹に皆で集まりました。このサクラが咲くころ皆
さんの見学、ハイキング、散歩コースに入れていただ
ければと思っています。

今
年
の
冬
は
暖
か
い
と
感
じ
た

の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
地

球
温
暖
化
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
温
暖
化
の
原
因
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
を
先
進
国
に
義
務
付

け
た
京
都
議
定
書
の
主
要
な
運
用

ル
ー
ル
で
全
面
的
に
合
意
と
、
報

じ
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
。
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
、
春
の

息
吹
が
あ
ち
こ
ち
に
。
さ
く
ら
の

開
花
が
待
ち
遠
し
い
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

（
す
ず
き
）

富
津
市
民
憲
章

◯
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
友
愛
と
感
謝
の
気
持
ち
で
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
を
大
切
に
し
、
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
健
康
で
仕
事
に
励
み
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
17
日
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

体
力
づ
く
り
な
ど
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、

富
津
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
指
導
者
講
習
会

が
富
津
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
巨
人
、
ヤ

ク
ル
ト
な
ど
で
活
躍

し
た
大
野
雄
次
さ
ん

に
よ
る
「
私
の
ス
ポ

ー
ツ
感
」
と
題
し
た

講
演
に
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
者
な
ど
が
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ー
指
導
者

講
習
会
ー

「
学
び
か
ら
生
き
が
い
を
、
生

き
が
い
を
ま
ち
づ
く
り
へ
」
を
テ

ー
マ
に
１
月
27
日
、
富
津
公
民
館

で
行
わ
れ
た
生
涯
学
習
推
進
大
会
。

か
ず
さ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
演
奏
と
参
議
院
議
員
橋

本
聖
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
軽
快
な

演
奏
や
、
橋
本
さ
ん
の
「
何
度
か

の
病
気
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
強

く
な
れ
た
と
思
う
」
と
い
う
体
験

談
に
、「
と
て
も
身
近
に
感
じ
た
」

「
子
ど
も
に
も
聞
か
せ
た
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

ー親しみのあった
生涯学習推進大会ー

千
葉
県
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
芸
能
大
会
が
１
月
18
日
、

千
葉
県
文
化
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

富
津
市
老
連
富
津
支
部

の
応
援
に
よ
る
青
木
常
盤

会
が
、「
岬
富
子
の
一
生
」

と
い
う
寸
劇
で
出
場
し
、

見
事
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

１
月
23
日
、
優
勝
報
告

の
た
め
青
木
常
盤
会
代
表

ら
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し

た
。

ー 芸能大会芸能大会で 
　　知事賞　　知事賞に ー 
ー 芸能大会で 
　　知事賞に ー 


